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二Iの概要拘禁

1 刑法等の一部を改正する法律

2 拘禁刑創設の趣旨

3 拘禁刑の内容

4 受刑者の特性に応じた矯正処遇

S 拘禁刑の倉ﾘ設に伴う矯正処遇等の充実

6 拘禁刑導入に当たっての課題
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刑務官の意識改革・スキル向上

マンパワーの確保

体制整備

規定の整備

特に 受刑生活への動機付けの強化
現在行っている指導の中でも、「刑執行開始時の指導」は受刑生活の

始まりに、「仮釈放前の指導」は出所後の生活の始まりに実施される重

要な指導である。

受刑者自身も、改善更生及び円滑な社会復帰に向けて、刑務所での作

業を含めて教育指導などに前向きに取り組む必要がある。

刑務所で学ぶことは社会での生活に生かすための動機付けとなる機
会である。
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1 刑法等の一部を改正する法律

I改正の背景

再犯防止等の推進に関する法律

再犯防止推進計画

法制審議会の答申を踏まえた所要の措置を講じる

法制審議会による答申

6月13日 『刑法等の一部を改正する法律」成立

平成28年
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第二次再犯防止推進計画3月

施行時期

(1） 1年6月内 施行

・ 被害者等の心情等を踏まえた処遇

・ 処遇の原則の考盧要素の「年齢」を追加

・ 鑑別対象の拡大

・ 社会復帰支援

(2） 3年内 施行

・ 拘禁刑 → 令和7年6月1日施行
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2 拘禁刑創設の趣旨
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懲役・禁銅ではなく、これに代えて拘禁刑を創設し、

個々の受刑者の特性に応じ、改善更生・再犯防止のために
必要な作業を行わせ、または、必要な指導を行う
ことができるようにする。
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＋ 教科指導改善指導作 業

懲役刑
作業の実施を前提として、

作業、改善指導、教科指導をそれぞれ実施ノ、

指導作

拘禁刑
受刑者の必要性に応じた作業の実施

作業と指導を柔軟かつ適切に組み合わせた処遇

作業を含む受刑生活への動機付けの強化

ノ、
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S 拘禁刑の内容

懲役と禁銅を廃止し、新たな刑として拘禁刑を倉I設

刑法

改正後改正前（現行）
（拘禁刑）

第12条（略）

2 拘禁刑は、刑事施設に拘置一

3 拘禁刑に処せられた者には、

（懲役）

第12条（略）

2 懲役は、刑事施設に拘置して所定の作業を

行わせる。

刑事施設に拘置する。

当せられた者には、改善更生を

必要な作業を行わせ、またはとめ、』

必要な指導を行うことができる豆�

第13条（削除）（禁銅）

第13条（略）

2 禁銅は、刑事施設に拘置する。

刑事収容施設法

改正後改正前（現行）
（懲役受刑者の作業）

第92条 懲役受刑者(略）に行わせる作業は、
懲役受刑者ごとに、刑事施設の長が指定す

る。

（禁銅受刑者の作業）

第93条 刑事施設の長は、禁銅受刑者（略）
又は拘留受刑者（略）が刑事施設の長の指

定する作業を行いたい旨の申出をした場合

には、法務省令で定めるところにより、そ

の作業を行うことを許すことができる。

第92条（削除）

（受刑者の作業）

第94条 刑事施設の長は、受刑者に対し、そ
の

必要と認められる場合には､_作業をr冠2せ

る_ものとする。

ただし、作業を行わせることが相当でない

と認めるときは、この限りでない。

改正なし（現行のまま）

（作業の実施）

第95条 作業は、できる限り、受刑者の勤労意欲を高め、これに職業上有用な知識及び技能
を習得させるように実施するものとする。

（改善指導）

第103条 刑事施設の長は、受刑者に対し、犯罪の責任を自覚させ、健康な心身を培わせ、並
びに社会生活に適応するのに必要な知識及び生活態度を習得させるため必要な指導を行う
ものとする。

（教科指導）

第104条 刑事施設の長は、社会生活の基礎となる学力を欠くことにより改善更生及び円滑な
社会復帰に支障があると認められる受刑者に対しては、教科指導（略）を行うものとする。
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4 受刑者の特性に応じた矯正処遇

(懲役刑）の矯正処遇現行 (イメージ）
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I 改善.指導・教科指導

就労支援。社会復帰支援

拘禁刑導入後の矯正処遇 (イメージ）

受刑者の特性に応じた矯正処遇の例
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基礎学力の向上

教科指導処遇中心刑
執
行
開
始
時
調
査

各
種
鮪
ス
ク
リ
ー
室
ン
グ
を
霊
施

▼
＝

作業・職業訓練
資格や技能の取得

社会復帰支援（就労支援・福祉的支援）

高齢又は障害により心身の機能の低下が著しい受珊者

社
至
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へ

刑
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行
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時
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放
鯨
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ｼホ健康的な体作り､福祉的支援への理解促進l. ロ

のための指導

社会復帰支援（就労支援・福祉的支援）
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・ 受刑者の資質を把握するための処遇調査を充実化

・ 受刑者ごとにその特性を踏まえ、柔軟な矯正処遇を展開
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5 拘禁刑の創設に伴う矯正処遇等の充実

受刑者の集団編成の見直し
������

〆、 現在の受刑者の集団編成は、B指標受刑者に暴力団関係者から常習累犯、
窃盗まで含まれるなど、時代変遷や収容状況に適したものではなくなって

きている部分がある。

・ 拘禁刑下において、保安上のリスクだけでなく、矯正処遇や生活上の援

助の必要性などを踏まえて集団を編成し、よりきめ細かな処遇を実施でき

、るようにする必要がある。 ノ

’
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基本的な処遇類型（矯正処遇課程(仮称)）の設定

処遇類型に基づいて集団を編成しつつ、個々の事情も考盧して処遇

モデル庁を指定し、改正法施行前に試行的運用を実施して検証

実施体制の整備やマンパワーの確保についても検討

●
●

●

ノ

受刑者の特性に応じた処遇を効果的。効率的に実現
◎ モデル庁試行イメージ

施設内に10～30人程度の少人数ユニットを設ける。

・ 特性に応じた作業・改善指導・教科指導・社会復帰支援
・ 処遇・作業・教育分類等各部門が連携して関与

◎受刑者の必要に応じた作業の実施
実施目的の明確化 「~吾鶴汽傘蓋"f壹斐1厩 職業訓練基礎的な作業 機能別作業

｜

’|ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力等向上作業･機能向上作業

◎改善指導・教科指導の充実
特別改善指導・一般改善指導の充実

被害者等の心情等を考慮した指導

薬物依存離脱指導プログラムの充実

窃盗事犯受刑者の効果的な処遇のあり方

◎作業を含む受刑生活への動機付けの強化
受刑者の特性の理解 → 個別指導の強化

◎社会復帰支援の充実
支援計画の策定・民間団体と連携した就労支援の充実
一処遇体制の充実・職員の意識改革・スキルの向上画チーム処遇
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